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冬期闇の桑枝集における有機飼水和剤の残留と胴枯病防除効果
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1　は　じ　め　に

寒冷地の桑栽培では．冬期間に発生する桑胴枯病や桑枝

軟腐病等の披書が大きく，欠株による桑園の荒廃や枝枯れ

による春蚕用桑の減収などが頻発する。これらの枝枯性病

害は晩秋期の深切りなど，無理な桑収掛こより越冬態勢を

乱すことで披害を大きくしている例が多いが．農業用ホル

マリンの農薬登録が抹消されたこともあって，的確な枝枯

性病書の防除が困難となっている。

そこで，枝枯性病害の被害を回避するため，冬期間の桑

枝条における銅剤の病原菌の制御効果を検討している。こ

れまでのところ，実用的な技術としては未確立であるが，

固着性展着剤を加用することによって冬期間を通して桑枝

条に銅の残留することが判明し，ある程度．枝枯牲病害の

被害を回避できる見通しが得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）冬期間の桑枝条における鋼の残留調査

場内の中刈桑園（改良蝋返）を供試し．晩秋期に60cm

残しで伐採収穫した残枝条に，11月23軋固着性展着剤を

加用した有機銅水和剤を180ml／株，電池式スプレーで散

布した。主剤及び展著剤の濃度・希釈倍数は表1に示した。

鋼の分析は図1の方法で行い．分析試料は所定期日に1

区5－6本の枝条をランダムに採取し，基部から30cmま

でを約1cmに切断して分析に供した。試料の一・部は水質

部と皮層部に分けて水分を測定した。

衰1銅残留調査の試験区

区 供武 薬剤の濃度 ・希釈倍数

1 8 －ヒドロシキノリン鋼 （亜％ ）× 2 0 0　 展眉剤㌔ X　 40 0

2 〝　　 展羞剤 A x　　 2 0 0

3 〝　　 晩春刺　 8 ×　　 2 0 0

4 〝　 展羞剤 C x　　 2 0 0

5 （対照 ） 〝　 麟 剤 D x 10．0 00

6 無数布
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図1　銅の分析法

（2）有機銅水和剤の桑胴枯病防除試験

当場六原圃場の高根刈桑園（剣持）を供試し，晩秋期に

40cm残しで伐採収穫した残条に．11月22日，表2に示し

た有機銅水和剤と展着剤を300ml／株，動力噴霧機で散布

した。被害調査は翌春5月9軋枝条ごとの重み付き被害

指数を調査し．B法によって被害度を求めた。

表2　桑胴枯病防除試験区

区 供式 薬 剤の 濃 度 ・希 釈倍 戯

1 8 － ヒドロキシキノリン銅 （40 ％ ）X 2 00　 盛者利粗 ×　 4 0 0

2 ′′　 展着利 B x　　 20 0

3 〝　 展点利 C x　　 2 00

4 （対照 ） 〝　 肢羞剤 D x lO ．00 0

5 （対照 ）ホ ルム アルデ ヒ ド（37 ％ ）x l5

6 無散 布

※展眉利　表1に同じ

3　試験結果及び考察

（1）冬期間の桑枝条における銅の残留消長

有機銅水和剤200倍希釈液散布の鋼残留消長は表3に示

表3　桑枝条の鋼の残留消長（皮層部乾物換算ppm）

区

調 査 月 日 （ 薬 剤 敷 布 後 目 赦 ）

●弧 1 1．2 4 1 2．2 3 ’9 1．1．2 5　 2．2 7　　 3．2 3　　 4．2 6

（1 ）　 （知 ）　 （田 ）　 （9 6 ） （12 0 ） （1 5 4）

1 5 8＿9　　 3 3＿6　 16．3　 16．7　 1 3．8　 10 ．2

2 5 2．8　　 3 2，3　 1 6 ．7　 1 6 ．4　 14 ．2　 1 1，3

3 5 5，2　　 3 3 ．1　 1 8．4　 1 5．3　 14 ．8　 1 4．1

4 5 9．2　　 3 4 ．5　 1 8．2　 1 7，8　　 13，8　 1 2．8

5 （対照 ） 5 2．6　　 2 4．9　　　 9 ．7　　　 8 ．4　　　 8＿2　　 7，1

6 7．3　　　 4．1　　 3 ．0　　 2．3　　 2．6　　 2．3
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した。最深積雪が25cmで，調査期間中，桑枝条が積雪に

埋ることのなかったことから，積雪下での残留消長とは異

なると思われるが．銅の残留は長期間に及び∴翌春4月で

も検出可能であった。

特に，固着性展着剤を加用した場合には散布154円後の

4月26日でも，皮層郎乾物換算で10ppm以しの銅が検出

された。また，固着性展着剤の加用で桐の濃度の減少がゆ

るやかとなり∴濃度の半減に要する日数を計算してみると，

対照のD展者剤10．000倍希釈が27日であったのに対して，

A展着剤400倍希釈で35日，同200倍希釈で39日．B展着剤

200倍希釈で39軋　C展着剤200倍希釈で37日となり，30～

40％も長くなった。なお，無散布でも鋼が検出されたが，

試験区から離れた枝条を別に分析したところ検出限界以下

であったので，散布の際のドリフト又は試料調整の際のコ

ンタミネーションと思われる。

これらの銅の残留消長は0．1NrHCLで抽出されたもの

であり．散布した8－ヒドロキシキノリン銅の消長を示す

ものではない。また，0．1N－lICL抽出銅の殺菌活性につ

いても末検討であり，冬期間の桑枝条における病原糸状菌・

紬繭との係わりは不明である。

（2）有機鋼水和剤の彙胴枯病防除効果

この試験は耐病性低Fを増長するような中間伐採であっ

たこと，最深積雪65cmで根雪期間もかなり抜かったこと

などの条件で実施されたので，桑胴枯病の発生が多く，無

散布の被害度は71．9であった。

表4　有機銅水和剤の桑胴枯病防除効果

区　 名 被 害 虔 （ B 法 ）※

1 2 8 ．0

2 18 ．1

3 3 1．1

4 （対 照 ） 6 9 ．5

5 （対 照 ） 2 ．4

6 7 1．9

奴B法
被書指数

0：病應なし

1：病鹿が枝周の1／3以下

5：病踵が枚周の1／3以上－4／5以下

10：病餞が枝周の4／5以仁又は枯死

嶺害度＝
10（nlO）十5（n5）＋1（nl）

10N
XlOO

N＝nlO十m5＋nl十no

（芸品n▲用は各被害指掛こ舶）

有機鋼水和剤200倍希釈液散布の桑胴枯病被害度は固着

性展着剤A400倍希釈加用で28．0，B200倍希釈加用で18．1，

C200倍希釈加用で31．1となり．対照としたD展者剤

10，000倍希釈加用の69．5と比較して半分以下であり，明ら

かに防除効果が向上した。しかし，これらは従来用いられ

てきたホルマリン15倍希釈液散布の被害度2．4に比較して，

明らかに防除効果が劣り，実用性は低いと判断される。な

お，固着性展着剤A，B．C間の被害度は最小有意差が

15．5（危険率0．05）と計算されたことから，有意に差があ

るとは言えなかった。

桑胴枯病菌はかなり早い時期から皮目等で発芽・定着し，

冬期間の積雪下で皮層組織に侵入する1）。したがって，防

除効果を高めるためには薬剤を菌の定着部位まで浸透させ

なければならないが，この試験結果からみると，供試した

展着剤では散布した8－ヒドロキシキノリン銅を十分浸透

させ得なかったものと思われる。一方，鋼イオンの殺菌作

用は病原菌の蛋白質に結合して種々の酵素系を阻害すると

されており2），気温が高いほど．胴枯病菌の動きが活発で，

菌体に取り込まれる銅イオンが多く，効果が高まると思わ

れる。これらのことから，薬剤の散布時期を早めることで，

鋼イオンの浸透と殺菌活性を高め，有機銅水和剤の胴枯病

防除効果をあげることができると考えられる。しかしなが

ら，落莫前の散布では垂への影響があることや葉があるた

めに薬液を枝条に付着させることが困難であることなどで，

極端に散布時期を早めることはできない。したがって，落

糞後の散布で的確な胴枯病防除効果をあげる銅剣の使用法

を検討する必要がある。

4　ま　　と　　め

秋期の彙収穫から翌春までの桑枝条上の病原糸状菌・細

菌を制御する手段として銅剤の使用法を検討している。こ

れまでの試験の中から，固着性展着剤加用有機銅水和剤の

桑枝条における銅の残留消長と桑胴枯病防除効果について

取りまとめると，以下のとおりである。

①，0．1N－lICLで抽出される銅の残留は長期間にわた

り，翌春4月でも検出可能であった。また，固着性展着剤

の加用で銅残留濃度の減少がゆるやかとなった。

②．桑胴枯病防除効果は固着性展着剤加用で向上したが，

実用的な効果としては不十分であった。

桑の枝条から0．1NrHCLで抽出される銅と桑枝条にお

ける銅剣の病原菌制御効果とは，銅の残留消長と胴枯病の

被害度からみて，関係が深いと考えられる。しかし，桑枝

条における胴枯病菌と8－ヒドロキシキノリン銅の挙動，

0．1NLHCL抽出の銅と散布された銅の関係は不明であり，

今後，検討を要する。
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